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環 境 科 学 研 究 室
児玉昭雄教授，大坂侑吾助教，辻口拓也助教
　本研究室では，持続可能な社会システムの構築に不
可欠な省エネルギー，創エネルギーおよび環境負荷低
減に有効となる技術に対し，熱輸送・吸着・物質循環
といった観点から高性能・多機能化を進めている。以
下に，構成スタッフの主要な研究概要を示す。
1 ．デシカント空調システム
　社会の省エネルギーを図る有効手段の一つは，今ま
では廃棄されるだけであった低温排熱の有効活用であ
る。本研究では40℃ -60℃程度の低温排熱で駆動可能
な次世代空調システムの開発を目指し，装置構成およ
び吸着材特性の観点からデシカント空調プロセスの高
度化に取り組んでいる。
2 ．吸着材を用いたガス分離プロセス
　地球温暖化対策，低炭素社会，シックハウス対策に
資する空気浄化・分離プロセスの開発を行っている。
化石燃料を使用しつつ，低炭素社会を達成するための
要素技術として排熱を最大限活用する二酸化炭素濃縮
回収プロセスやバイオガスの省エネ精製プロセスの研
究開発を進めている。
3 ．吸着材を用いた昇温プロセス
　排熱の有効利用促進に向けてエネルギーの品質を高
めることは有意義である。本研究では，排蒸気の昇温
による排熱有効利用促進や低温多湿空気の昇温を目的
として，吸着材を用いて潜熱を顕熱へと変換する吸着
式昇温プロセスの開発に取り組んでいる。
4 ．高密度脱硫フィルターの開発
　移動体や分散型電源のエンジンから排出される排ガ
スの無害化を進めるために，硫黄酸化物の浄化が求め
られる。本研究では，オンボードで浄化可能な高密度
脱硫フィルターの開発を目指して，新規材料の創生お
よび，ハニカム担持脱硫フィルターの最適設計指針の
獲得に取り組んでいる。
5 ．直接ギ酸形燃料電池
　再生可能エネルギーの輸送・貯蔵を行うために，エ
ネルギーキャリが注目されている。本研究ではエネル
ギーキャリアとしてギ酸に注目し，再生可能エネル
ギー由来の電気とCO2を用いた高効率ギ酸合成技術お
よび，ギ酸を直接燃料として用いる直接ギ酸形燃料電
池の高性能化に関する研究を行っている。
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